
 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証 



第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

4 - 1 プロジェクトの効果 

マジュロ病院は地域の住民に対して第一次医療(プライマリー・ヘルス･ケア)を提供している

と同時に、マーシャル国における 2 つの中核病院の 1 つとして位置付けられている。このことか

ら、本計画の実施により、マジュロ環礁および周辺地域の住民約 30 千人(2007 年の推定値)に

裨益効果が及ぶことになる。 

本計画が実施されることによる効果は、下記のように整理することができる。 

表 4-1 計画実施による効果と現状改善の程度 

現状と問題点 本計画での対策 

(協力対象事業) 

計画の効果・改善程度 

生活習慣病の増加、人口増、環

境の悪化等に伴い、医療ニーズ

が増加しているが、マジュロ病院

の施設は老朽化が著しく、多くの

医療機材も耐用年数を超えて使

用されており、医療サービスの

質・量ともに低下している。 

病院の外来診療部を中心と

した部門と予防医療を担当

する PHC 局の施設建設およ

び移転部門の医療機材の整

備 

･外来受診者の利便性が高まり、入院

棟や手術棟との分離が明確になり院

内感染防止が容易になる。 

･予防医療の中枢となる PHC 局が含

まれるため成人病対策や母子保健

対象者への裨益が高まる。 

･既存建物の北側 2 棟の移転により、

病院の将来展開が容易になる。 

 

事業の目的(プロジェクト目標)を示す成果指標を以下に示す。なお、評価のタイミングは

終的に施設・機材を引き渡す 2007 年度とした。 

表 4-2  成果指標 

成果指標 2002 年度 2007 年度 

腹部泌尿器超音波診断数 実施不可 実施可能(約 1,000 件の見込み)

人工呼吸器による呼吸管理 実施不可 実施可能(約 20～30 件の見込み)

歯科 X 線装置による歯列診断 実施不可 実施可能(約 500 件の見込み) 

 

① 超音波診断 

PHC 局のリプロダクティブ・ヘルス科は産科専用の超音波診断装置を保有しているが、

病院局は保有していない。今回、外来診療部に超音波診断装置が設置されることにより、

腹部および泌尿器部等の診断の実施が可能になり、年間約 1,000 件の診断が見込まれ

る。 
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② 人工呼吸器 

現在の救急部には人工呼吸器が設置されていなかったが、今回、人工呼吸器を設置す

ることにより患者の呼吸管理の実施が可能となり、年間 20～30 件の呼吸管理が見込まれ

る。 

③ 歯科診断のための歯科 X 線装置 

現在の歯科には歯科診断を行なう歯科パノラマ X 線装置が設置されていなかったが、

今回、歯科パノラマ X 線装置を設置することにより歯科患者の歯列診断の実施が可能とな

り、年間 500 件の診断が見込まれる。 

      

上記以外に本プロジェクトの実施により、マジュロ病院には以下の直接効果と間接効果を期

待できる。 

① 直接効果 

・ 外来患者専用の待合コーナー(154 ㎡)が新設されることにより､廊下の通行の妨げや、

患者が長時間、立った状態で待っている状態が、緩和される。 

・ 現在、外来部と公衆衛生部の診察室は 1室づつ独立しているが、診察室を結ぶスタッフ

廊下を窓側に設けることにより、スタッフや医療機材の効率的な活用が可能となる。 

・ 歯科診察台 1 台が増設されることにより、患者の待ち時間が短縮され、患者の診察およ

び治療時間も長く取れる。 

・ 現在、床面積が 159㎡の臨床検査部門が 210㎡になり狭隘なスペースが改善される。ま

た、安全性が増し、血液・生化学検査、細菌検査、病理・細胞検査の 3 部門に大きく分

けられるので検査が効率化され、安全性が増す救急部門に観察室が新設されることに

より、看護師が、救急部門の内部において、複数の救急患者の経過観察を行うことが可

能となる。 

・ 現在、同国内で実施できない検査の一部が、施設および機材が整備されることにより実

施可能となるため、検査を目的とした患者の国外搬送数を抑えることが可能となる。 

② 間接効果 

  4-2  



・  現在､放射線技師は、放射線室内で放射線機器の操作を行なっているが、放射線室外

に技師専用の操作スペースを設置することにより、技師が受ける放射線被曝量が減少

する。 

 

4 - 2 課題・提言 

(1) 課題・提言 

本プロジェクトの実施による施設建設、機材調達を 大限に活用し、その効果を発揮、持続

するためにマーシャル国政府が取り組むべき課題を以下に示す。 

① 人材の確保 

医師や看護師はマーシャル人が少なく、外国人スタッフを多数雇用しているのが特徴であ

る。特に現在不在の CT 用技師については外国人スタッフを含め早急な確保が必要である。

今後も外国人を雇用するという形態は続くと思われるが、医師、看護師の確実な量的確保に

加え、技量、意欲等の質的な面の向上・改善にも努めるべきである。 

② 施設・機材のメンテナンス 

マジュロ病院の施設に関する保守管理は、施設メンテナンス部が担当している。施設メン

テナンス部には技師 1 名、大工 1 名、設備 1 名、電気 1 名、保守要員 10 名の計 14 名が配

属されて、施設の保守点検および日常的なメンテナンスを行っている。機材ついては、フィリ

ピン人医療機器エンジニア１名、現地技師１名の２名が一般医療機器の日常定期点検や修

理を行っている。施設、設備、医療機材の保守管理をより有効に行なうために、定期点検台

帳、修理台帳の作成、マニュアル類の保管を行い、維持管理体制のより一層の強化を図る

必要がある。さらに病院支出の中で施設および機材の各メンテナンス費用が年によって大き

く違っているが、メンテナンス費は一定額を固定費として毎年確保していく必要がある。 

③ 母子保健サービス 

女性への健康教育、妊婦検診、周産期ケアを通じて、安全な分娩へと導くと同時に、乳幼

児検診、予防接種、栄養指導、家族計画等を併用した包括的な母子保健サービスにより妊

  4-3  



産婦や乳幼児の死亡を減らす事ができる。患者が安心して診療を受けるための患者プライ

バシーの保護およびより一層の病院局とＰＨＣ局の強化が望まれる。 

④ 外移送患者費用の減少 

マーシャル国においては、マジュロ病院とイバイ病院が第一次～第二次レベルの医療サ

ービス全般を提供している。高度な第三次医療サービスを必要とする場合は海外医療レファ

レル制度に則り、ハワイ、フィリピン等の病院に搬送している。マジュロ病院とイバイ病院が連

携して検査・診断機能の強化を図り、検査・診断目的による海外移送患者の減少を目指す

必要がある。そして海外移送に使用されている莫大な費用を国内の医療サービスの向上に

活用することが望まれる。 

(2) 技術協力・他ドナーとの関連 

本プロジェクトは、施設および医療機材の老朽化により、保健医療サービスの質・量ともに低

下しているマジュロ病院の診断・医療サービスの改善および PHC 活動の向上を目標としている。

当初マーシャル国側は病院全ての建替え計画を要請していたが、同国の医療従事者は外国

人が多く、急激な規模の増加は経費負担を増大し病院運営に支障をきたす恐れがあるため、

段階的に病院を拡張することが適切であると判断される。本プロジェクトにおいては病院の外

来診療部を中心とした部門と予防医療を担当する PHC 局を移動する計画とした。 

従って新設される部門はなく現部門の移設であるので、引渡し後も現在の職員数でマジュロ

病院の運営が可能である。調達が計画されている機材についても問題はないと考えられる。こ

れらのことにより、本プロジェクトに関し、我が国の技術協力の必要はないと判断される。 

 

4 - 3 プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトは、以下に述べる(1)～(7)の理由から、我が国の無償資金協力による協力対

象事業として妥当であると判断される。 

(1) マジュロ病院はマーシャル国における第一次～第二次医療サービスを提供する中核病院

でることから、マーシャル国の全人口の約 50％を占めるマジュロ環礁および周辺地域の住
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民約 3 万人にのぼる地域住民に裨益する。 

(2) 現在、マジュロ病院は施設的制約から医療サービスの提供に支障をきたしているが、本プ

ロジェクトの実施により、外来診療の機能が強化され、地域住民の信頼度・満足感が増

す。 

(3) 引渡し後のマジュロ病院は、施設・機材とも特別に高度な技術を必要とするものはなく、現

在の要員で運営が可能である。また、保健省からマジュロ病院への過去の予算配分の傾

向から判断して、引渡し後のマジュロ病院の運営予算は無理なく確保される見通しであ

る。 

(4) 上位計画となる「15 ヵ年戦略計画(2001 -2015)」の短期目標で、2005 年度までに施設建設、

機材調達、医療スタッフの配属等によりマジュロ病院の機能を改善するとしている。このこ

とから本プロジェクトはマーシャル国保健省の上位計画の実現に資するものである。 

(5) マーシャル国においては、病院および診療所の診察費、入院費、検査費等は保健省で決

められており、低額ではあるが患者から徴収している。マジュロ病院の場合、患者からの年

間の診療収入は全収入の 10％前後で、過度に収益性の高いプロジェクトではない。 

(6) マジュロ病院の医療廃棄物は独自に焼却炉処理され、大型ゴミ類は滅菌後に一般ゴミとし

て処理している。一般の排水は敷地南側道路に埋設されている排水本管に接続するが、

臨床検査部の検査排水と放射線部の現像廃水は回収する。歯科はプラスタートラップを

設置している。このように環境に対する負の影響は排除される措置が適切に取られてい

る。 

(7) 建設地はマーシャル国政府が地主から長期契約で借地しているが、本プロジェクトの建設

には支障がないことを確認している。造成工事および障害物撤去工事もマーシャル国側

にとって過度な負担となる金額ではない。インフラ整備も既存病院に隣接しているため、既

に整備されている。またマーシャル国は、我が国の無償資金協力案件を受け入れた経験

を有しており、本プロジェクトを我が国の無償資金協力の制度で実施することに特段の困

難は見出されない。 
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4 - 4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、本プロジェクトが広く住民

の BHN の向上に寄与するものであることから、協力対象事業の一部に対して、我が国の無償

資金協力を実施することの妥当性が確認される。さらに、本プロジェクトの運営・維持管理につ

いても、相手国側体制は要員・資金ともに確保する能力は十分であると判断される。また、確実

な人員の確保、施設・機材に対するメンテナンスの実施、予算の確保等が確実に行なえれば、

マジュロ病院の運営は一層安定すると考えられる。 
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資  料  編 

1. 調査団員・氏名 

2. 調査行程 

3. 関係者（面会者）リスト 

4. 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 

5. 討議議事録（M/D） 

6. 事業事前評価表 

7. 参考資料／入手資料リスト 

8. 自然条件調査結果 

 



１．調査団員・氏名 

1-1 基本設計調査 
担 当 氏名 期間(2002 年) 所 属 

1.総括 朝熊 由美子 11/5～11/14 国際協力事業団  
無償資金協力部 業務第二課 

2.技術参与 露木 佳子 10/29～11/14 厚生労働省 国立国際医療センター 
国際医療協力局 派遣協力第一課 

3.業務主任／建築 
 

小川 穂積 10/27～12/5 (株)梓設計 
国際室 

4.構造計画／施工計画 
 

米丸 孝行 11/3～11/22 システム科学コンサルタンツ(株)  
建築設計部 

5.機材計画 三室 直樹 10/27～12/5 (株)国際テクノ・センター 
海外調査部 

6.設備計画 池田 秀平 11/3～11/22 (株)梓設計 
環境部 

7.積算／調達計画 石川 康 11/14～11/28 (株)梓設計 
監理部 

8.建築設計 古池 廣行 11/10～11/27 (株)梓設計 
第 2 統括部 

 
 
1-2 基本設計概要説明調査 

担 当 氏名 期間(2003 年) 所 属 
1.総括 朝熊 由美子 2/26～3/6 国際協力事業団  

無償資金協力部 業務第二課 
2.技術参与 露木 佳子 2/25～3/6 厚生労働省 国立国際医療センター 

国際医療協力局 派遣協力第一課 
3.業務主任／建築 

 
小川 穂積 2/23～3/9 (株)梓設計 

国際室 
4.構造計画／施工計画 

 
米丸 孝行 2/23～3/9 システム科学コンサルタンツ(株)  

建築設計部 
5.機材計画 三室 直樹 2/23～3/9 (株)国際テクノ・センター 

海外調査部 
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２．調査行程 

2-1 基本設計調査 
2002 年 10 月 27 日～2002 年 12 月 5 日(40 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 
01 10 月 27 日 

(日) 
10:00 
14:25 

成田発 JO-941 (小川､三室団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

02 10 月 28 日 
(月) 

終日 現地建設会社調査・打合せ(小川団員) 
現地機材会社調査・打合せ(三室団員) 

終日 現地建設会社調査・打合せ(小川団員) 
現地機材会社調査・打合せ(三室団員) 

03 10 月 29 日 
(火) 

10:00 
14:25 

成田発 JO-941 (露木技術参与) 
ｸﾞｧﾑ着 

04 10 月 30 日 
(水) 

08:10 
 
18:45 
20:00 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956   
ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(露木技術参与､小川､三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 
団内会議 ｽｹｼﾞｭｰﾙ打合せ 

05 10 月 31 日 
(木) 

09:30 
10:30 
11:00 
11:50 
14:00 
18:30 

保健省表敬 Mr. Capelle 次官 ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､質疑書提出説明 
ﾏｼﾞｭﾛ病院表敬 Mr. Sandy 局長 ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､質疑書提出説明 
日本大使館表敬 林臨時代理大使･小林専門調査員 
JOCV 事務所表敬 石井調整員 
島内視察 
COMPACT 打合せ 

06 11 月 1 日 
(金) 

09:00 
09:30 
13:30 
16:00 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長と打合せ 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 視察 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 視察継続 
JOCV 事務所 報告 

07 11 月 2 日 
(土) 

09:00 
終日 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長と打合せ 

終日 団内会議 
資料整理 

08 11 月３日

(日) 
17：05 
21：40 

成田発 CO-007(米丸､池田団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
13:30 
14:00 
15:00 
16:30 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長と打合せ 
JOCV 事務所打合せ 
日本大使館打合せ 
米国大使館打合せ 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長と打合せ 

09 11 月 4 日 
(月) 

08:10 
19:00 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956  ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(米丸､池田団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 

10:45 
11:40 
14:30 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-957  (露木技術参与､小川､三室､米丸､池田団員) 
ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ着 
ｲﾊﾞｲ病院視察 

10 11 月 5 日 
(火) 

10:00 
14:25 

成田発 JO-941  (朝熊団長) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
13:00 
18:05 
19:00 

ｲﾊﾞｲ病院視察 
搭乗手続きのためｸﾜｼﾞｪﾘﾝへ 
ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ発 CO-956  (露木技術参与､小川､三室､米丸､田団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 

11 11 月 6 日 
(水) 

08:10 
19:00 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956  ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(朝熊団長) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
09:00 
10：15 
14：00 

保健省 Mr.Jacklic 大臣表敬(朝熊団長、露木技術参与、小川、三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長表敬および打合せ 
ﾏｼﾞｭﾛ病院視察 

12 
 

11 月 7 日 
(木) 
 

09:00 自然条件調査打合せ、気象庁訪問(米丸団員)､電力・水道調査(池田団員) 
09:00 
14:00 
15:45 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ(朝熊団長、露木技術参与、小川、三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ 
ﾗｳﾗ保健所視察 

13 11 月 8 日 
(金) 

09:00 自然条件調査打合せ、気象庁訪問(米丸団員)､ 電力・水道調査(池田団員) 
14 11 月 9 日 

(土) 
終日 団内会議 

資料整理 
終日 団内会議 

資料整理 
15 11 月 10 日 

(日) 
17：05 
21：40 

成田発 CO-007(古池団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
 
10:30 
11:00 
14:00 

保健省 Mr.Capelle 次官､ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長とﾐﾆｯﾂ協議(朝熊団長､露木

技術参与､小川、三室団員) 
JOCV 事務所 報告 
私立ﾏｼﾞｭﾛ･ｸﾘﾆｯｸ視察 
保健省 Mr.Capelle 次官、Mr.Sandy 局長その他ととﾐﾆｯﾂ協議継続 

09:00 自然条件調査契約、建築単価調査、気象庁資料収集(米丸団員) 
09:00 設備関係調査継続(池田団員) 

16 11 月 11 日 
(月) 

08:10 
19:30 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956  ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(古池団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 

09:00 
 
14:00 

保健省 Mr.Capelle 次官、Mr.Sandy 局長その他とﾐﾆｯﾂ協議継続(朝熊団長､露木

技術参与､小川､三室､古池団員) 
保健省 Mr.Capelle 次官、Mr.Sandy 局長その他とﾐﾆｯﾂ協議継続し合意 

09:00 自然条件調査立会い、建築単価調査(米丸団員) 

17 11 月 12 日 
(火) 

09:00 電話局と電話工事関連調査(池田団員) 
設備関係調査継続 

09:30 
 
11:00 
14:00 

保健省 Mr.Jaklic 大臣とミニッツ締結(朝熊団長､露木技術参与､小川､三室､古

池団員) 
JOCV 事務所 報告(朝熊団長､露木技術参与､小川団員) 
大使館 報告(朝熊団長､露木技術参与､小川団員) 

10:30 ﾏｼﾞｭﾛ病院視察(三室､古池団員) 
09:00 自然条件調査立会い、建築単価調査(米丸団員) 
09:00 CATV 調査(池田団員) 

18 11 月 13 日 
(水) 

19:50 
02:30 
12:50 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-956（朝熊団長､露木技術参与） 
ﾎﾉﾙﾙ着 
ﾎﾉﾙﾙ発 JL-73 

09:00 
14:00 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ(小川､三室､古池団員) 
PHC Ms. Justina 局長 打合せ 

09:00 自然条件調査立会い、建築単価調査(米丸団員) 
09:00 設備関係調査継続(池田団員) 
16:45 成田着（朝熊団長､露木技術参与） 

19 11 月 14 日 
(木) 

10:00 
14:25 

成田発 JO-941  (石川団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
14:00 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長 PHC Ms. Justina 局長打合せ(小川､三室､古池団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長打合せ継続 

09:00 自然条件調査立会い、建築単価調査、港湾調査(米丸団員) 
09:00 設備関係調査継続(池田団員) 

20 11 月 15 日 
(金) 

08:10 
19:00 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956  ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(石川団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
21 
 

11 月 16 日 
(土) 

終日 団内会議 
資料作成 

22 11 月 17 日 
(日) 

終日 団内会議 
資料作成 

09:00 団内会議、資料作成(小川､三室､古池団員) 23 11 月 18 日 
(月) 休日 09:00 自然条件調査立会い、建築単価調査継続 (米丸､池田､石川団員) 

09:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長､PHC Ms. Justina 局長打合せ(小川､三室団員) 
09:00 自然条件調査まとめ、建築単価調査継続 (米丸、石川団員) 

24 11 月 19 日 
(火) 

10:45 
17:45 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-957 ｸﾜｼﾞｪﾘ､ｺｽﾗｴ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ﾄﾗｯｸ経由 (池田団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ(小川団員、午前のみ) 
09:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院機材調査(三室団員) 
09:00 資料作成(古池団員) 
09:00 
10:45 

自然条件調査まとめ、建築単価調査継続(小川､米丸､石川団員) 
大蔵省訪問 

25 11 月 20 日 
(水) 

09:00 ｸﾞｧﾑで資材調査(池田団員) 
09:00 
09:30 

JOCV 事務所 報告(小川､三室､古池団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長打合せ(終日) 

09:00 建築単価調査継続(石川団員) 
10:45 
17:45 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-957 ｸﾜｼﾞｪﾘ､ｺｽﾗｴ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ﾄﾗｯｸ経由(米丸団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

26 11 月 21 日 
(木) 

09:00 ｸﾞｧﾑで資材調査(池田団員) 
09:00 
14:00 

ﾏｼﾞｭﾛ病院機材調査(三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ(小川､三室､古池団員) 

09:00 建築単価調査継続(石川団員) 

27 11 月 22 日 
(金) 

15:45 
18:25 

ｸﾞｧﾑ発 JO-942(米丸､池田各団員) 
成田着 

09:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長打合せ(小川､三室､古池団員) 28 11 月 23 日 
(土) 09:00 建築単価調査継続(石川団員) 

29 11 月 24 日 
(日) 

終日 団内会議 
資料整理 

10:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長打合せ(小川、三室、古池団

員) 
30 11 月 25 日 

(月) 
09:00 建築単価調査継続(石川団員) 
09:00 ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長､歯科部長打合せ(小川､三室

団員) 
31 11 月 26 日

(火) 
10:45 
17:45 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-957 ｸﾜｼﾞｪﾘ､ｺｽﾗｴ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ﾄﾗｯｸ経由(古池､石川団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
14:00 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長打合せ(小川､三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Ms. Justina 局長打合せ継続 

09:00 ｸﾞｧﾑで建設資材調査(石川団員) 

32 11 月 27 日 
(水) 

10:00 
18:25 

ｸﾞｧﾑ発 CO-006(古池団員) 
成田着 

09:00 
11:30 
14:00 

PHC Ms. Justina 局長および各チーフと打合せ(小川､三室団員) 
保健省 Mr. Capelle 次官とメモランダム打ち合わせ 
病院各課チーフと打合せ 

33 11 月 28 日 
(木) 

15:45 
18:25 

ｸﾞｧﾑ発 JO-942(石川団員) 
成田着 

34 11 月 29 日 
(金) 

09:30 
10:45 
11:30 
14:00 

保健省 Mr. Capelle 次官とメモランダム締結(小川､三室団員) 
JOCV 事務所 報告 
日本大使館 報告 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 各種資料受領 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
35 11 月 30 日 

(土) 
10:00 ゴミ調査、市場調査（小川､三室団員） 

資料整理 
36 12 月１日

(日) 
終日 団内会議 

資料整理 
37 12 月 2 日 

(月) 
09:00 
19:50 
02:30 
09:00 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関係補足調査（小川､三室団員） 
ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-956 
ﾎﾉﾙﾙ着 
ﾎﾉﾙﾙﾃで建設資材､医療機材代理店調査 

38 12 月 3 日

(火) 
09:00 ﾎﾉﾙﾙﾃで建設資材､医療機材代理店調査（小川､三室団員） 

資料整理 
39 12 月 4 日 

(水) 
12:50 ﾎﾉﾙﾙ発 JL-73（小川､三室団員） 

40 12 月 5 日 
(木) 

16:45 成田着 

 
 
2-2 基本設計概要説明調査 
2003 年 2 月 23 日～2003 年 3 月 9 日(15 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 
01 2 月 23 日 

(日) 
10:00 
14:25 

成田発 JO-941 (小川､米丸､三室団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

02 2 月 24 日 
(月) 

08:10 
 
18:45 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956   
ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由(小川､米丸､三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ着 

10:00 
11:00 
11:50 
14:30 

保健省表敬 Mr. Heine 次官補、Mr. Sandy 局長 概要書提出説明 
日本大使館表敬 林臨時代理大使および池田次期臨時代理大使 
JOCV 事務所表敬 石井調整員 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と概要書の打合せ 
(小川､三室団員) 

09:30 資材調査 終日(米丸団員) 

03 2 月 25 日 
(火) 

10:00 
14:25 

成田発 JO-941 (露木技術参与) 
ｸﾞｧﾑ着 

09:00 
 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と概要書の打合せ  
終日(小川､三室団員) 

09:00 資材調査 終日(米丸団員) 

04 2 月 26 日 
(水) 

08:10 
 
18:45 
20:00 

ｸﾞｧﾑ発 CO-956 (露木技術参与) 
ﾄﾗｯｸ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ(朝熊団長)､ｺｽﾗｴ､ｸﾜｼﾞｪﾘﾝ経由 
ﾏｼﾞｭﾛ着 
ﾎﾃﾙでｽｹｼﾞｭｰﾙ打合せ 

08:30 
10:30 
11:00 
11:50 
14:00 

保健省表敬 Jacklic 大臣(朝熊団長､露木技術参与､小川､三室団員) 
ﾏｼﾞｭﾛ病院表敬 Mr. Sandy 局長  
日本大使館表敬 池田臨時代理大使 
JOCV 事務所表敬 石井調整員 
ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と概要書の打合せ 

05 2 月 27 日 
(木) 

09:00 資材調査 終日(米丸団員) 
09:00 
 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と機材の打合せ 
(朝熊団長､露木技術参与､三室団員) 

06 2 月 28 日 
(金) 休日 

09:00 資料まとめ(小川､米丸団員) 
07 3 月 1 日 

(土) 
終日 団内会議 

資料整理 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
08 ３月 2 日 

(日) 
終日 団内会議 

資料整理 
09:00 
 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と打合せ(朝熊団長､露木技

術参与､小川､三室団員) 
09 3 月 3 日 

(月) 
09:00 資材調査 終日(米丸団員) 
09:00 
 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と打合せ(朝熊団長､露木技

術参与､小川､三室団員) 
10 3 月 4 日 

(火) 
09:00 資材調査 終日(米丸団員) 
10:00 
 
11:00 
14:00 

保健省 Mr.Jaklic 大臣とミニッツ締結(朝熊団長､露木技術参与､小川､三室､米

丸団員) 
JOCV 事務所 報告 
団内会議 

11 3 月 5 日 
(水) 

19:50 
02:30 
12:50 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-956（朝熊団長､露木技術参与） 
ﾎﾉﾙﾙ着 
ﾎﾉﾙﾙ発 JL-73 

09:00 
 

ﾏｼﾞｭﾛ病院 Mr. Sandy 局長、PHC Mr. Edwards 局長と打合せ(小川､三室団員) 

09:00 資材調査 終日(米丸団員) 

12 3 月 6 日 
(木) 

16:45 成田着（朝熊団長､露木技術参与） 
13 3 月 7 日 

(金) 
10:00 
14:00 
20:00 

保健省 Mr. Heine 次官補とメモランダム締結(小川､米丸､三室団員) 
JOCV 事務所 報告 
日本大使館 報告 

14 3 月 8 日 
(土) 

10:45 
17:45 

ﾏｼﾞｭﾛ発 CO-957 ｸﾜｼﾞｪﾘ､ｺｽﾗｴ､ﾎﾟﾝﾍﾟｲ､ﾄﾗｯｸ経由(小川､米丸､三室団員) 
ｸﾞｧﾑ着 

15 3 月 9 日 
(日) 

15:45 
18:25 

ｸﾞｧﾑ発 JO-942(小川､米丸､三室団員) 
成田着 
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３．関係者（面会者）リスト 
所属 部署／職位 氏名 

保健省 大臣 Mr. Alvin T. Jacklick 

 次官 Mr. Donald F. Capelle 

(2002 年 12 月 1 日に外務省へ転勤) 

  Ms. Justina R. Langidror 

(2002 年 12 月 1 日より次官) 

 次官補 Mr. Dwight Heine  

 保健計画統計局 保健計画担当 Mr. Jonathan Santos 

 マジュロ病院局 局長 Mr. Sandy Alfred 

 医長/外来･救急部長 Dr. Masao Korean 

 看護師長 Ms. Cathelina Antolok 

 薬局部長 Mr. Andrew Harding 

 統計部長 Mr.Daniel Hone 

 検査担当 Ms. Sala Elbourne 

 放射線担当 Mr. Jokna Lang 

 医療機材技術者 Mr. Ariel S. Poblete 

 施設メンテナンス担当 Mr. Vincent Moses 

 PHC 局 局長 Ms. Justina R. Langidrik 

(2002 年 11 月 30 日まで) 

  Mr. Russell Edwards 

(2002 年 12 月 1 日より PHC 局長) 

 公衆衛生部長 Dr. Kennar Briand 

 歯科部長 Dr. Kyaw K. Tut 

 保健啓発部長 Mr. Kam Wase 

 イバイ病院局 局長 Ms. Irene A. Paul 

 次席 Mr. Tommy Milne 

 医師 Dr. Tin Soe  

 ラウラ保健所 医師補 Mx. Biten Batol 

大蔵省 海外援助担当 Mr. Casten Nemra  

 財務税金担当 Mr. Minna Andrike 

内務省 土地貸借担当 Mr. Willy Rada 

 土地貸借担当 Mr.Hilton Kendall 

公共事業省 次官補 Mr. Federic J. Debrun 

 資本投資プロジェクト室(CIP) 土木技師 Mr. Renaldo V. Sunga 

 資本投資プロジェクト室(CIP) 土木技師 Mr. Jhon Kaiko 

ﾏｼﾞｭﾛ診療所 診療所長 Dr. Alexander Z. Piñano, M.D. 

海洋港湾局 港湾担当 Mr. Ninruij Abon 

気象庁 所長 Mr. Atran A. Lakabung 

水道局 マネージャー Mr. Terry Mellan 

電力公社  ジェネラル・マネージャー Mr. William F. Roberts 

電話局 マネージャー Mr. Colin Allen 

電話ﾒﾝﾃ会社 社長 Mr. Brian V. Velde 

CATV 会社 コンサルタント Mr. Dave Wooding 

現地建設会社 PII 社長 Mr. Jerry Kramer 

 PII マネージャー Mr. Gordon Macpherson 

 Anil Inc.社長 Mr. Chares T. Domnick 
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所属 部署／職位 氏 名 
サプライヤー MJCC 支配人 Mr. Hideo Kikuchi 

 PII 資材調達課長 Mr. Soil Hainrick 

 RRE 社長 Ms. Jessica R. Reimers 

米国大使館 代理大使次席 Ms. Jennifer L. Brush 

 計画専門家 Mt. Thomas R. Maus 

日本国大使館 臨時代理大使 林亨氏 (2003 年３月に帰任) 

  池田章氏 (2003 年 2 月に赴任) 

 専門調査員 小林恵氏(2002 年 11 月帰任) 

協力隊事務所 調整員 石井範子氏 

 現地職員 Mr. Thomas R. Jack 

 隊員(助産師) 河江伸枝氏(2002 年 11 月に帰任) 

 隊員(助産師) 片桐綾子氏(2002 年 12 月に帰任) 

 隊員(助産師) 桑原良子氏 

 隊員(看護師) 杉山史子氏 
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6. 事業事前評価表 
                                                                          

1. 協力対象事業名 

マーシャル諸島共和国 マジュロ病院整備計画 

2. 我が国が援助することの必要性･妥当性 

(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
 我が国は、マーシャル国が、我が国と従来より友好的な関係にあること、我が国水産業界と密接な関係にあること、経
済的自立に向けて我が国援助への期待感が高いことを踏まえ、水産、運輸、教育分野での無償資金協力を実施し、ま
た、幅広い分野での研修員受け入れを中心として、青年海外協力隊の派遣等の技術協力を行なっている。 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
 マーシャル国は、29 の環礁からなる島国であり、総人口 53,000 人のうち約 30,000 人が首都のあるマジュ
ロ環礁及びその周辺地域に在住している。首都マジュロにある国立マジュロ病院は、地域の住民に対し、第一
次医療（プライマリ・ヘルス・ケア）を提供していると同時に、同国における中核病院の１つとしても位置付
けられている。マジュロへの人口集中が急激に進んでいる上に、糖尿病や高血圧などの生活習慣病が同国人口
の 10％近くを占め、深刻な問題となっており、マジュロ病院では、年間延べ 33,454 人（2002 年度）もの外来
患者（救急患者を含む）を受け入れている。 
 マジュロ病院が提供する保健医療サービスは、質・量両面での改善が求められているが、マジュロ病院の建
物は、1986 年にプレハブ構造で建設されたもので塩害による老朽化が著しく、医療機材も耐用年数を超えて
使用されているものも多いことから、ニーズに応じた保健医療サービスの提供に支障が生じている。検査や療
養のため、患者を国外に搬送するケースも多い。同国保健省が策定した「15 カ年戦略計画（2001-2015 年度）」
の中にも、マジュロ病院の建て替え、機材の整備、医療スタッフの配置などによる改善が、2005 年度を目標
とした計画として掲げられている。 
 保健省は、マジュロ病院の部分的な補修や、一部の医療機器の購入、医療スタッフの新規雇用などに注力し
ている。また、日本国政府も、同病院に対し、青年海外協力隊員やシニア・ボランティアの派遣も実施してい
る。しかしながら、資金不足により、施設の本格的な整備や必要な医療機材の調達が困難であり、マジュロ病
院の保健医療サービスの改善が困難な状況にある。そのため、当該プロジェクトによって、マジュロ病院の外
来診療部門を中心とする施設及び機材を整備する。 
3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

 マジュロ病院の外来診療部門を中心とする施設及び機材を整備することにより、同病院の当該部門が提供する保健

医療サービスが改善することを目的とする。 

4. 協力対象事業の内容 

(1) 対象地域   マーシャル国マジュロ環礁および周辺地域 
(2) アウトプット  マジュロ病院の外来診療部を中心とする施設および機材が整備される｡ 
(3) イントプット 【日本側】 マジュロ病院の外来診療部(一般外来、救急、検査、放射線科、眼科、耳鼻咽喉科、 

歯科、プライマリ・ヘルス・ケア、病院事務)、救急部、放射線部、検査部の施設の建設 
外来診療部用医療機材（X 線撮影装置(汎用と透視)、超音波診断装置、人工呼吸器、手術台、患
者モニター、電気メス、歯科ユニット、歯科 X 線装置等）の調達 

【マーシャル国側】 建設用地の確保、医療機材(ＣＴスキャン、耳鼻咽喉科診察台、オートクレーブ、
組織包埋装置、フリーザー等)の購入 

(4) 総事業費 概算事業費 10.95 億円（日本側 9.95 億円､マーシャル国側 1.00 億円） 
(5) スケジュール 詳細設計期間を含め約 27 ヵ月の工期を予定 
(6) 実施体制 保健省マジュロ病院局およびプライマリー・ヘルス・ケア局 

5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲及び規模 

 マーシャル国マジュロ環礁及びその周辺地域住民 約 30,000 人 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 

 2002 年度 2007 年度   

腹部泌尿器超音波診断 実施不可 実施可能(約 1,000 件の見込み)  

 人工呼吸器による呼吸管理 実施不可 実施可能(約 20～30 件の見込み)  

 歯科 X 線装置による歯列診断 実施不可 実施可能(約 500 件の見込み)  

6. 外部要因リスク 

(1) マーシャル国保健省は「15 カ年戦略計画（2001〜2015 年度）」等の保健政策を継続する｡ 

(2) マジュロ病院が予算と人員を確保し、適切な運営および維持管理を実施する必要がある。 

7. 今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 
 腹部泌尿器超音波診断数、人工呼吸器による呼吸管理数、歯科 X 線装置による歯列診断数 
(2) 評価のタイミング 
 007 年度以降 2 



７．参考資料／入手資料リスト 

収 集 資 料 リ ス ト 

調査名 マーシャル国 マジュロ病院整備計画

番号 名称 形態 
図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発行機関 発行年 

1 Vision 2018  The Strategic Development Plan Framework 2003-2018 図書 コピー 大蔵省  2001
2 Health Profile of the Marshall Islands 2002 パンフレット オリジナル 保健省  2002
3 Five Year Plan  Ministry of Health & Environment  図書 コピー 保健環境省  1996
4 Annual Report 1997、1998、1999  Ministry of Health & Environment  図書 コピー 保健環境省  `98-`00
5   1st-4th  Quarterly Report FY2002   Bureau of Majuro Hospital 図書 コピー ﾏｼﾞｭﾛ病院局 2002
6 The Majuro Hospital  設計図書(部分) 設計図書 コピー   Panelfab 社 1983
7 Annual Report 1997 Bureau of PHC  図書 コピー   PHC 局 1998
8 Youth to Youth in Health Activities Report 2000 図書 コピー   PHC 局 2000
9    1st-4th  Quarterly Report FY2002   Bureau of PHC 図書 コピー PHC 局 2002

10 Annual Report FY2002 Bureau of Kwajalein Atoll Health Care, Ebeye 図書 コピー ｸﾜｼﾞｪﾘﾝﾍﾙｽｹｱ局  2002
11   1st-4th  Quarterly Report FY2002 Bureau of Kwajalein Atoll Health Care   図書 コピー ｸﾜｼﾞｪﾘﾝﾍﾙｽｹｱ局 2002
12 The Ebeye Health Center 設計図書(部分) 設計図書 コピー  Cahleton 社 1994
13 The Ebeye Health Center 建築仕様書 図書 コピー   CIJ Group 社 2001
14 Drug Reference Manual, Outer Islands Dispensary System 図書 オリジナル 保健省  1986
15 A Manual for Medical Care in Remote Site 図書 オリジナル 保健省  1992
16 OIDS Health Assistant Training Supplemental Materials Vol.1 & 2 図書 オリジナル 保健省  1995
17 Social Statistics Bulletin 図書 オリジナル 統計局  2002
18 1999 Census of Population and Housing Data Dissemination Workshop 図書 コピー 統計局・ADB  2000
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番号 名称 形態 
図書・ビデオ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟ

ｰ 
発行機関 発行年 

19 Toilet Facilities and Sewage Disposal Regulations 図書 コピー 環境保護局  1990
20 Solid Waste Regulations 図書 コピー 環境保護局  1989
21 Public Water Supply Regulations 図書 コピー 環境保護局  1998
22 Report and recommendation of the President to the Board of Directors on 

Proposed Loans and Technical Assistance Grant to the republic of the 
Marshall Islands for the Fiscal and Financial Management Program 

図書 コピー   ADB 2001

23 Country Assistance Plan 2001-2003 図書 コピー   ADB 2000
24 The Compact’s Economic Development and Financial Package 図書 コピー 大蔵省  2002
25 The Republic of the Marshall Islands Compact Program 図書 コピー 大蔵省  2001
26   Guidbook 図書 オリジナル 観光局 2002
27 メジュロ島 MEZYURO TO 地図 コピー 旧日本国海軍  1927
28 The Republic of the Marshall Islands 地図 オリジナル 観光局  1999
29 Majuro Atoll Tourist Map 地図 オリジナル 観光局 ― 
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